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　C－41 立体戦断滅r.よ訂本表･りit以展開　一若い婦人り同舛にっいて一一一

　　　　　　　　　　　　お茶・永す大友政　　o霖ふ　賂子　　課回　'If多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適升　仲ヨこ

T， １　日的k方滅　：　払体裁肺法､よ、布乞直毒着衣基冰に当T １ 形4定め、栽酢u

販！作^ 今油であろ。そ- It it、感衣簒体・)特我l直諌的に写一( 取ろ- kバでき■% i:■'り

刺池ゼあり、これ乞体型把壇に適用す３ことが｀で'さろ力いt'-身体左覆うのに･SJ乖な平面

上り図形^ 形とす去につ丿て多くの悸龍が得られ^ だラう。V. こラr体型把躇の方去k し

て価値i認ヽめ｀各にi;iこ、いくｰ･やの条紆^満たt心昨ダあ"5 -^＼、片･・･う5最も竃孚寥もの･ま

デ｀一タの再現枚、-^ なわl'條策に潮す"5 七・りでぷ3 9 ,特n対匁ダヽ生体r^^ -5・で、呼吸

動痛、疲労に5; ‘^ 字勢め肇ｲ已に対す■3 処曼を考九々< マ>fなら刄い。そこで、- れい^ 同

題き､t^服t ・、偉傾し早i々去と寸-5二^ ^ヽ可能ヵ､、予礪貧験で姉封I T-。音をヤ去^

しての特枚を知'S ため/-, 九屡々｝栄覧/o'?祝の塀岬匹ついて。払砥石嘩事奪にSリア1 'l本圭

フc・－の埠取£諏）ﾌﾐ。

皿　健策　；　予備実験。箱導にi i^づ･いて、立秀観酎喊によ^体表コピー・濤取々浅'

手順-k設^ '<7^。その包な零剛* 次・ようでヽふl。0)乍龍紆'f 不ヽ繊裡し3 ■n.'叫ぱ? ?。

こ)可‘能な限り身体と実験坪£味若さ也T、対象j. い俸琴玄年前TL *碑面面T:ヽ被伶す?．

幻作業･恥　賀蕨%z 勉が前k. 'A, 左k 私でヽ同時こ奎行す-5 ．

　こ・劣去-t｀･i.限5れTi数・面で俸条-k被覆-^ jT~め、身体・凹竹･ 凸獅･-驀干の閣禅=t

宙じ^．しTh. が｀'・て、碍5 かTi展開図判本表の正雄なコピーis. i糾・乏‘ないぶ｀、限られ甘

め面r身体4務う。I- ･ft-參な形Si 面積i a $ おいて方V - 衣暇ﾉ.-°タ-ン設計・甚護資料ｋ

な-% hえりっれ-5 ．得らn T-z資料を身体計測値Si ^ 笥A･りり口て考篆L 丸。

C－42 衿のf- めの頭部体表面・観察 a ～μ才女子心卜が才女子の比鮫
　県立新潟女短丸　　平沢和子

　目的　密着度・高い衿。適合性の一要囲であろ頭部形態的因子を束 V) ろ尺の.青年女子

釦藤の毀部体教面を観皐レ、報告しに。( キ尺蜃いい77)　しｈヽし青年女子バヽバ'a充分把

麗レ得ない。今回は観察u得る佩度であろ召～倣1f女子について試みｰ、青年女子の讃仰形

態の背教のiii置づヽけ、及び頚部の年奄的貴化を調べた。

　方砥　衿U一枚の布で頚部の立侍蜂徴</) 1ベ■-rを含まtrるものてﾐこの左棒化コこ,t零な

カ'ブは不･■/クラ1 ノにSりる乙考えろ。し刈青報を得石にの、衆却のｰ゛部を単純んして可

爰面とし、展開しｱこ。IF I, , 胸^JlB､、頚椎惹､をゑる午ヴクラインを｡叩しこの点ヽわヽら上

部に直線て゛if．。包とり、これによって囲まれる体衣､面を立一体裁断＼てよって採取しに、その
ｲと, 瞭部立体碍赦に関する豺測卑項目, 希郷の前面,側面.接面、ヽ写真による観察・計測

埃回V-ついては、両池や名､々i: ついて。主成分分町、両着の平均値・羞ク､梗紀。こμら(7)

締果り本表面展開図と､の関連。被験かi新潟市在住のμ～μ一才す子5c 名X'あ乱

　結果　体表面晨開図の＝一大､怖酸。　①　i. 向,下向パ9 ーン。後預角度乙最も関金力゛｀

深<、この測史|: よってパタ'ンを崔支するこい゛’て'■? ろ。両毛の羞｡は認やら糾ない。

　（答　わ■'7ライン＼'-現わ糾ろtJ -デ。僧帽筋・位置ヒ発奮が影響り^一X, ろと考ムつれ、

一嫁に青癩3カーブが嫁'C , 光年|S弱い。こめ明犀々ヵ- ブりヽ出現辛、青年nμ、光年心

外　　③　体表面展開図グヽ前頚角度、青年3り一度. 考年x沁渡。即ち嫁/りヽS卸動こ比べ

、今・ｇ上･聯て"(ﾕ光年町




